
詳細・お申込み方法は裏面へ

広域関東圏コミュニティビジネス推進協議会および関東経済産業局は、平成15年度から毎年シンポジウムを
開催しています。今回は人口成熟時代の今だからこそ必要な「コミュニティビジネス」について、地域に根ざ
したビジネスを展開しているゲストの事例紹介やトークセッションで、その秘訣を探ります。

日時

さいたま新都心合同庁舎１号館１０階 共用会議室１０
※歩道デッキが庁舎2階入口につながっています。埼玉県さいたま市中央区新都心１-１
JR京浜東北線、宇都宮・高崎線「さいたま新都心」駅 徒歩約5分

会場

14:00 開会
14:10 広域関東圏コミュニティビジネス推進協議会活動報告、関東経済産業局施策説明
14:40 シンポジウムの目的について 同協議会幹事 柳田 公市
15:10 『抜け組』と『残り組』がつくる地域ブランド

～古くて新しいコミュニティビジネスのかたち～

16:35 閉会挨拶 同協議会代表幹事 永沢 映

プログラム

令和2年2月 5日（水）14:00～17:00

参加
無料
定員120名

2019年度 広域関東圏コミュニティビジネス推進協議会 シンポジウム

■用語解説:『抜け組』＝勝ち組、
負け組などの経済競争から抜けて、
自由な生き方を模索する人たち。
『残り組』＝漁業や農業など、地元の
昔からの生活をつないできた人たち。

・主旨説明 栗原 裕治 （同協議会幹事）
・いすみ市の自然を資源ととらえる視点について

手塚 幸夫 氏（房総野生生物研究所代表、地域づくりのコーディネータ）
・民間事業者の取り組み

中島 デコ 氏（有限会社ブラウンズフィールド代表取締役・マクロビオティック料理研究家）
・民間団体(NPO)の取り組み

江崎 亮 氏（NPO法人いすみライフスタイル研究所理事、有限会社イープロ取締役社⾧、情報建築家）
・行政の取り組みと連携

鮫田 晋 氏（いすみ市役所農林課生産戦略班主査）
・パネルディスカッション

司会:手塚氏、パネリスト:中島氏、江崎氏、鮫田氏、コメンテータ:栗原



2019年度 広域関東圏コミュニティビジネス推進協議会シンポジウム

『抜け組』と『残り組』がつくる地域ブランド
～古くて新しいコミュニティビジネスのかたち～

登壇者紹介

締切 : 2月 3日（月）
お申し込み専用フォームまたはFAXに必要事項を入力し送信してください。
https://pro.form-mailer.jp/fms/3af1cd9f185874
※お申込み完了のご連絡は、参加定員を超えた場合のみご連絡させていただきます。
※お申込み時の個人情報は、参加状況把握のために使用し、今後の開催案内等にのみ活用します。

広域関東圏コミュニティビジネス推進協議会、経済産業省関東経済産業局
電話:048（600）0345（関東経済産業局 産業部 流通・サービス産業課）（平日 9:00～18:00）

お申し込み

主催・お問い合わせ

会場

日時

さいたま新都心合同庁舎1号館10階 共用会議室１０
※歩道デッキが庁舎2階入口につながっています。
埼玉県さいたま市中央区新都心１-１
JR京浜東北線、宇都宮・高崎線「さいたま新都心」駅 徒歩約5分

令和2年2月5日（水）14:00～17:00

参加
無料
定員120名

広域関東圏コミュニティビジネス推進協議会および関東経済産業局は、平成15年度から毎年シンポジウムを開催しています。今回は
人口成熟時代の今だからこそ必要な「コミュニティビジネス」について、地域に根ざしたビジネスを展開しているゲストの事例紹介や
トークセッションで、その秘訣を探ります。

広域関東圏コミュニティビジネス推進協議会は、広域関東圏（東京都、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、神奈川県、新潟県、山梨県、
⾧野県、静岡県）の1都10県の各地域において、コミュニティビジネス（CB）の普及・推進を図るための事業等を行っております。

（フリガナ）
お名前

ご住所

ご連絡先

メールアドレス

所属

０４８（６０１）１２９５ＦＡＸ番号 :

【 2月5日（水）シンポジウム申込み 】

■中島 デコ 氏（有限会社ブラウンズフィールド代表取締役・マクロビオティック料理研究家）

■江崎 亮 氏（NPO法人いすみライフスタイル研究所理事、有限会社イープロ取締役社⾧、情報建築家）

■鮫田 晋 氏（いすみ市役所農林課生産戦略班主査）

■手塚 幸夫 氏（房総野生生物研究所代表、地域づくりのコーディネータ）

■栗原 裕治 （広域関東圏コミュニティビジネス推進協議会幹事）


